
このイベントは、花
フェスタ２０１５ぎふ
の関連イベントとして
実施します。
可児市ウイーク
５月 30日（土）
　　～６月５日（金）

　
「
美
濃
桃
山
陶
の
聖
地
」
可
児
市
は
、

も
っ
と
も
日
本
的
な
や
き
も
の
国
宝
志
野

茶
碗
銘
「
卯う

の
は
な
が
き

花
墻
」
を
生
み
出
し
た
ま
ち

で
す
。
ま
た
縁
に
随
っ
た
人
間
国
宝
荒
川

豊
蔵
（
志
野
・
瀬
戸
黒
）
が
志
野
復
興
を

遂
げ
た
ま
ち
で
す
。
そ
う
し
た
「
美
濃
桃

山
陶
の
聖
地
」
可
児
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、

ゲ
ス
ト
を
招
い
た
講
演
や
呈
茶
、
荒
川
豊

蔵
資
料
館
の
見
学
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

 

イ
ベ
ン
ト
概
要

日
時

　

第
１
回　

５
月
29
日
（
金
）

	

午
前
８
時
30
分
～
午
後
１
時

　

第
２
回　

５
月
29
日
（
金
）

	

午
後
１
時
～
５
時
30
分

　

第
３
回　

６
月
５
日
（
金
）

	

午
前
８
時
30
分
～
午
後
１
時

　

第
４
回　

６
月
５
日
（
金
）

	

午
後
１
時
～
５
時
30
分

場
所　

花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
内
茶
室

参
加
費　

１
万
円

定
員　

各
回
20
人

申
込
方
法　

希
望
す
る
回
を
明
記
の
上
、

各
回
に
つ
き
一
人
１
枚
の
往
復
は
が
き

で
応
募

送
付
先　

〒
５
０
９
―

０
２
９
２　

可
児

市
広
見
一
丁
目
１
番
地　

可
児
市
役
所

観
光
交
流
課

申
込
締
切　

４
月
30
日
（
木
）　

当
日
消

印
有
効
（
持
参
す
る
場
合
は
午
後
５
時

15
分
ま
で
に
同
課
必
着
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
５
月
８
日

（
金
）
午
後
３
時
に
市
役
所
３
階
観
光

交
流
課
で
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
や
抽
選
結
果
は
、
返

信
用
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
先
　
観
光
交
流
課

広
見
一
丁
目
1
番
地

（
何
も
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
）

観
光
交
流
課 

行

往信

5 0 9 0 2 9 2

希望する回

電話番号

住所

返信

氏名

年齢　　　歳

（
自
分
の
住
所
）

（
自
分
の
氏
名
）

世界最大級のバラ園が贈る美しく、美味しい祭典

広報かに  2015.4.1　23　広報かに  2015.4.1

２　ガーデンパーティー

4　荒川豊蔵資料館見学 3　呈茶

5/29（金）

「私の一期一会」
紺野美沙子

俳優　東京生まれ。
慶應義塾大学文学部卒。
1980	年、ＮＨＫ連続テレビ小説「虹を織る」のヒロイン役
で人気を博す。
テレビ・映画・舞台で活躍。
1998	年、国連開発計画親善大使に任命。
2010	年秋から、「紺野美沙子の朗読座」を主宰。
2013	年、文化庁文化審議会委員に任命。
2013	年、可児市文化創造センター・アーラにて『シリーズ
恋文』vol.3	に出演。

6/ 5（金）

「美濃のやきものと桃山時代」
中島誠之助

古美術鑑定家　東京生まれ。
古伊万里など東洋古陶磁器の魅力を世に広める。
古美術商 40	年の経験を生かして骨董品の鑑定と解説に活躍。
1994	年、「開運！なんでも鑑定団」にレギュラー鑑定士と
して出演。鋭い鑑定眼と歯切れのよい江戸っ子トークでお茶
の間の人気者に。「いい仕事してます」の名文句で	 ゆうも
あ賞”受賞。著書に「やきもの百科」「天下の茶道具・中島
の眼」（淡交社）など多数。
※今回は講演のみです。

1　ゲストによる講演
地元可児市の食材「可児そだち」を生かしたオードブルを３品提供します。
オードブルは地元若手陶芸家制作の美濃焼で提供します。

※当日は若手陶芸家の作品を展示します。

※美濃焼の食器はお土産として持ち帰り
　いただけます。

オードブルと食器のイメージ

広間にて呈茶
・可児陶芸協会員制作の抹茶茶碗使用
・可児市茶道連盟による
　呈茶

そい美
可児周辺でのみ栽培
されている希少品種
「中鉄砲」を使用し
た豆腐などを製造。

菱川農場
肥沃な木曽川流域で
栽培した風味豊かな
生姜やネギを栽培。

㈲楽
らくのうらくびと

農楽人
体によいとされてき
た古代米や病態食用
米などを製品化。

加藤　裕子（かとう　ゆうこ）
久々利大萱在住
陶芸家加藤弥右衛門の長女として生まれる
愛知県瀬戸窯業高等学校陶芸専攻科卒業
日展　入選３回
日工会展　入選１０回　出品５回　日工会賞
美濃陶芸展　中日奨励賞２回

黒岩　達大（くろいわ　たつひろ）
1995 年　備前須恵作家　好

よしもとしゅうほう

本宗峰先生に師事
2012年　久々利大平にて作陶活動再開
2014年　第４５回東海伝統工芸展　岐阜高島屋賞（奨励賞）
2015年　第２１回庄六賞茶盌展　金賞
2015年　第８回現代茶陶展　入選（第６回、第７回　入選）
2015年　第３回陶美展　十四代柿右衛門記念賞（優秀賞）

瀧口　大喜（たきぐち　だいき）
久々利大萱在住
1977年　久々利大萱に生まれる
1996年　岐阜県立多治見工業高校デザイン科卒業
2007年　父、瀧口喜

き

兵
へい

爾
じ

に師事
2009年～　新宿柿

かきでん

傳ギャラリー第１回～第４回父子展
2010年　新宿高島屋瀧口大喜作陶展
2012年　第２回おおくて廃校プロジェクト主催

志村　顯（しむら　あきら）
名鉄犬山ホテルでフランス料理を学ぶ。その後、イタリア料理店や寿司
屋で修業。
イタリアのピッツァ職人とともにイタリアンレストランの立ち上げにシェ
フとして関わり、以後イタリア料理に傾倒する。
現在は、可児市大森でイタリア料理店「素材香房　	イルコローレ」をオー
ナーシェフとして 14年間経営。鮮魚や備長炭による炭火焼、地元のこ
だわり野菜を使った料理には定評がある。
愛知県内３市町で学校給食に関わり、「食育」啓発にも取り組む。

可児そだち提供生産者の皆さん可児陶芸協会若手陶芸家の皆さん

オードブル監修・調理

学芸員がエピソードを交えて解説します。
※雨天などにより、可児郷土歴史館見学に変更する場合があります。

往復はがきの記入例

Point
織部イズムを再現した
茶室は必見

Point
豊蔵の収集した逸品
や自身の作品を展示

美
濃
桃
山
陶
の
聖
地

第
一
回
「
随
縁
に
集
う
」
参加者募集

10,000円

各回定員20人

参加費

第
一
回
「
随
縁
に
集
う
」


